
 

 

 

 

 

 

 

  第３回 防災ウォーク（まちあるき）を実施しました！  

第６号 
（平成 30年７月） 

当日の「防災ウォーク」の様子 【参加者数：31 名】 

  すぐに出来る対策   
○トンネル路地の所有者を町

内で把握できていないた

め，近隣に住んでいる人に

確認が必要。 

◯元聚楽校の万代塀の対策

は，優先順位を上げて取り

組むべき。 

◯空き家は登記簿情報等から

所有者を把握し，行政から

働きかける。 

◯老朽空き店舗は，残りの危

険な部分についても撤去し

てほしい。 

   通りの安全対策     

○十分な隅切りがないために

救急車が進入できず，スト

レッチャーで搬送している

（旧大宮通）。 

◯地蔵盆の時に町内で道路拡

幅について話が出来る機会

をつくりたい。 

◯拡幅整備は住民の意向が需

要。住民の意向があれば狭

いままでもよいのでは。 

◯建替え時の後退部分を道路

状にする意義やメリットを

PR してはどうか。 

 

 『地域の集合場所』       
○『地域の集合場所』の敷地

内の木の倒木が心配。近く

の駐車場等の空地も候補と

しているが所有者の確認が

必要。 

◯掲示板に防災まちづくりの

情報を載せる。 

◯これまでの「防災ウォーク」

の取組をきっかけに，『地域

の集合場所』について町内

で再検討し，場所を変更し

た。 
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  第 1 回 まちの歴史セミナーを実施しました！   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も引き続き，防災まちづくりに取り組みます！   

『防災まちづくり計画』策定

「耐震ローラー作戦」「総合防災訓練での取組 PR」「路地ごとの避難

訓練」「住民意見交換会」「すぐに出来る対策」「通りの拡幅整備に向けた取組」

まちあるきで確認したポイント 【参加者数：10 名】 

◯知らない歴史の話を聞けて大変良かった。 

◯歴史から見えてくるものをもとにまちづくりに活かしたい。 

◯まちの歴史セミナー楽しみにしていました。新しい発見があり，次回も開催してほしい。 

➀
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